
浪速区包括・ブランチニュース
包括・ブランチは 「高齢者のくらしや介護の相談窓口」です。

こんにちは。包括・ブランチです！
浪速区のみなさまに様々な情報を発信していきます！

☆第31号☆ 令和4年春号☆

令和3年10月6日、区民センターで地域の方々
27名が認知症ご本人インタビューや専門医解
説の映像視聴、認知症の方のVR（バーチャル
リアリティー：疑似）体験をされました。

・VR体験は認知症を実感できる内容で貴重な勉強になり
ました。

・認知症の方から見る視点がリアルに分かった。

・「だんだん進行し最後には何もわからなくなる」というの

が認知症のイメージだったがそうではないと気付かされた

時間だった。認知症はその人の一部でしかないという

言葉が印象的でした。

参加された方の感想を一部紹介いたします。

令和3年度 なにわ家族介護教室
「認知症の世界を体験しよう」開催しました！



【発行】高齢者の身近な相談窓口「包括・ブランチ」
相談無料
秘密厳守します

名称（担当地域） 電話 ファックス 住所

浪速区地域包括支援センター
（浪速区全域・難波元町・敷津地域）

６６３６－６０２９ ６６３６－６０２８
難波中３－８－８
（浪速ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ１階）

浪速ブランチ
（浪速・大国地域）

６５６２－０４５６ ６５６２－０３３０
浪速西２－１１－６
（スワンなにわ内）

日本橋ブランチ
（日東・日本橋・恵美・新世界地域）

６６３２－２３４０ ６６３０－３３３６
恵美須東２－１－４
（日本橋地域在宅
ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 内）

難波ブランチ
（立葉・幸町・塩草地域）

６５６８－１２３０ ６５６８－１２８８
幸町２－３－１１
（特養なにわ内）

＊ACP（アドバンス・ケア・プランニング）はもしものときのために、あ

なたが望む医療やケアについて前もって考え、家族等や医療・ケア
チームと繰り返し話し合い、共有する取組みのことです。

～コロナ禍でいつ何が起こるかわからない。
私が私らしく生きるために、今考えてみよう～

これからみなさんがどのような生
活をして、どのような医療や介護
を受けるのかを家族や近しい方と
事前に相談して決めておきません
か？

新型コロナウィルスなどで年齢を問わず重症化する
ことがあり、救命のため自分の意に反してあらゆる
治療が行われる可能性があります。

ACPに関する冊子を地域包括支援センターに
配架しております。ご興味がある方はどうぞ。


